
 
 

銀行名 武蔵野銀行 

タイトル 異業種からの農業参入支援 

取組み内容 

１．経  緯 

（１）県東部で、土木・下水道工事、産業廃棄物処理業を営むＳ社は、長年農業

に興味を持ち、自社の敷地内で簡易ハウスを建設、試験的に野菜、果樹

を栽培していた。また、当社で働く従業員の再雇用の場や、経営する飲

食店への食材確保するため、農業参入を検討していた。 

（２）市内で農地が競売されるとの情報を提供したところ、農業生産法人設立

による農業参入と農地購入を検討したいとの申出を受ける。 

（平成２７年２月） 

 

２．当行の取組 

（１）「事業計画作成」等の支援 

・農業生産法人の認可取得に向けた、参入スキーム、事業計画作成支援 

・埼玉県農林部にスキーム等を確認 

（２）農業委員会の許可取得の支援 

・市の農業委員会事務局にも同行訪問し、参入に向けた相談、関係書類作

成等、連携した活動を実施。 

・農業生産法人設立許可（農地取得の場合）を、農業経験のない新規参入

企業が得るのは、通常は困難であるが、参入に関する課題（注）を一つ

ずつ解決する活動を展開した結果、農業委員会の許可を取得し、競売物

件を落札（平成２７年２～９月）。 

（注）申請書作成、農業生産者の確保、農業委員への説明（農業振興、

地域活性化への寄与）等 

（３）農業参入後の支援 

・農業参入後、営農が軌道に乗るよう、連携できる生産者紹介 

・農業資材の仕入先紹介（平成２７年９月～現在） 

 

３．成果 

・競売物件取得費用取扱い（総額３３百万円） 

・親会社への運転資金取扱い（総額２７５百万円） 

 

 



 
 

銀行名 武蔵野銀行 

タイトル 地域包括ケアシステムの一角を担うワンストップ在宅ステーション開設支援 

取組み内容 

 

１．経緯 

（１）同社はＳ市を拠点に訪問看護・訪問リハビリ事業を行い、また隣接した訪問

診療所と医療介護の連携を行う事業者である。 

（２）病院での治療を終えた終末期の患者や脳疾患等で、在宅医療、リハビリを必

要とする患者に対する手厚い在宅ケアに定評があり、地域中核病院（市立病

院及び大学病院）からの紹介が多く、常時待機患者がいる状況であった。 

（３）当社では、より良いケアのための人材育成・教育に重点を置いているが、現

在の事務所では手狭になり研修が間に合わなくなっていた。 

（４）そこで、新たに訪問診療（在宅医療）・訪問看護・訪問リハに、外来診療所、

職員研修所が一体となった拠点建設（ワンストップ在宅ステーション）を計

画（事業費４７８百万円）していたが、メイン行（メガバンク）が、事業計

画に懸念を示したため、当行に相談があったもの。（平成２７年１０月） 

 

２．当行の取組 

（１）当社は、地域中核病院と自社の訪問診療所、訪問看護及び介護の連携に実績

があり、自社にて地域包括ケアを実践している当社の事業は地域に不可欠な

存在になっている。（市健康福祉部からも評価を得ている。） 

（２）１拠点ながら看護師１０名、セラピスト３０名が在籍しており、機能回復に

着目したリハビリテーション（ホバーツ療法）の技術習得やその他ＯＪＴに

より、業界平均より職員離職率が低くなっている。 

（３）以上の点を事業評価し、地域の訪問医療介護のモデル事業になりうることも

考慮の上、支援したもの。（２８年１月） 

 

３．成果 

事業資金取扱３８３百万円（残額は自己資金） 

 

以 上  

 



 
 

銀行名 武蔵野銀行 

タイトル PFI事業による地元企業成長支援 

取組み内容 

１．プロジェクト概要 

事 業 名 Ｋ市立小・中学校普通教室等エアコン整備 PFI 事業 

事 業 対 象 施 設 
Ｋ市内小中学校３６校６６２教室 

（小学校２４校４７７教室・中学校１２校１８５教室） 

総 事 業 費 ２２億円 

 

２．課題～ノウハウ・経験不足～ 

（１） エアコン整備を PFI で実施するのは埼玉県内初であり、かつＫ市にとって

も初めてのPFI事業であったことから、地元企業にはPFIに対する知識・

経験・ノウハウが不足していた。 

（２） 本来はチーム（コンソーシアム）組成の目処が立っているべき時期である、

実施方針が公表された段階においても、組成が進んでいない状況であっ

た。 

 

３．当行の取組み～チーム組成に向けて～ 

（１） 従来の PFI は、ノウハウや施工能力などの問題で、経験豊富な大手企業の

独壇場であるとの認識が強かったが、当行と認識を共有する地元企業との

間では「地元ができることは地元がやるべき」という信念に基づき、地元

の有力空調工事業者を中心に、地元中心のコンソーシアムの組成を目指し

てチーム組みを開始。（平成２７年５月） 

（２） 地元企業を中核に置きつつも、設計・工事監理、設備工事、維持管理、プ

ロジェクトマネジメント等各分野で地元企業と PFI 経験の豊富な企業を結

びつけるアイデアで紹介活動を進めていった。（平成２７年５～６月） 

（３） 結果、経験・ノウハウで劣る地元企業を経験豊富な企業が各分野で補完す

るスキームでチームの組成が実現し、最終的には本 PFI 事業の落札に至っ

た。（平成２７年１０月） 

 

４．効果 

（１） 従来の PFI 事業は、地元外の企業が主体となるチームが受託するケースが

多かったが、上記のような取組みにより、Ｋ市初の PFI 事業を地元中心の

チームが受託することが可能となり、地元企業にとってはＫ市の大型公共

事業が地元外へ流出することを防衛でき、大型受注を確保できたことから

売上増加に繋がった。 

（２） 本事業を遂行するにあたり、各業務で PFI 経験が豊富な企業と協働できた

ことで、地元企業にとってもノウハウの蓄積と PFI 事業者との関係構築が

でき、今後のPFI事業に前向きに取り組める状況が整えられた。 

 



 
 

銀行名 武蔵野銀行 

タイトル 小学生向け金融教室 

取組み内容 

地域の子どもたちに、お金の役割や銀行業務について学ぶ機会を積極的に提供

しています。 

・営業店での「職場見学会」・「職場体験学習」開催（随時） 

・県内ＮＰＯ法人による子育て支援イベント「こども☆夢☆未来フェスティバ

ル」における金融教室ブース出展（25年～） 

・金融教室「武蔵野銀行のお仕事体験～目指せ日本一の銀行員～」開催 

（毎年 8月、28年度は 19か店で開催） 

 



 
 

銀行名 武蔵野銀行 

タイトル 小学生向け学校コンサート 

取組み内容 

プロの演奏する素晴らしい音楽に触れる機会を提供することを目的に、ヴァイ

オリニストの吉田恭子さんにご協力いただき、21年度より小学校の音楽室等で

ヴァイオリンコンサートを開催しています。28 年 7 月までに 30 校で約 2,400

名の児童を対象に開催しました。 

 



 
 

銀行名 武蔵野銀行 

タイトル 小学生向けサッカー教室 

取組み内容 

地域の子どもたちにスポーツの楽しさを理解してもらえればと、サッカー   

J リーグ、大宮アルディージャのコーチの方々にご協力いただき、２４年度  

より小学生向けサッカー教室を年１回開催しています。 

 



 
 

 

銀行名 武蔵野銀行 

タイトル 公益信託を通じた環境保全活動への助成 

取組み内容 

「公益信託武蔵野銀行みどりの基金」は、4 年 7 月、埼玉県内における自然環

境保全及び創出に資する事業に対し活動資金を助成することにより、美しく住

み良い 環境づくりに貢献することを目的として創設されました。 

２８年度までの助成実績は延べ２２２団体、総額約６，４００万円となりまし

た。 

 


